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一
　
紀
と
い
ふ
こ
と
ば
の
意
義

今
後
、
機
会
の
あ
る
毎
に
、
釈と
い
て
行
つ
て
見
た
い
と
思
ふ
、
日
本
書
紀
と

言
ふ
書
物
に
絡
ん
だ
、
い
ろ
ん
な
疑
念
の
中
、
第
一
に
ほ
ぐ
し
て
か
ゝ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
の
は
、
名
義
と
そ
の
用
法
と
で
あ
る
。

一
体
、
此
書
物
の
二
通
り
の
呼
び
名
「
日
本
紀
」
・
「
日
本
書
紀
」
の
ど
ち

ら
が
、
元
か
ら
の
題
号
で
あ
る
か
、
と
言
ふ
事
か
ら
し
て
、
既
に
問
題
で
あ

つ
た
。
日
本
紀
は
、
日
本
書
紀
の
略
称
と
き
め
ら
れ
さ
う
な
処
を
、
さ
う
も

な
ら
ず
に
ゐ
た
の
は
訣
が
あ
る
。
日
本
書
紀
と
い
ふ
名
は
新
し
い
書
物
に
出

て
、
古
く
は
却
つ
て
日
本
紀
と
書
い
て
居
る
様
で
あ
る
。
本
名
「
日
本
書
紀
」
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通
称
「
日
本
紀
」
と
言
ふ
考
へ
の
、
成
り
立
ち
難
い
の
は
、
此
為
で
あ
つ
た
。

或
は
、
後
期
王
朝
に
入
つ
て
「
日
本
紀
」
と
い
ふ
名
が
、
正
史
か
ら
更
に
歴

史
と
い
ふ
位
に
内
容
を
拡
げ
て
来
た
の
で
、
其
と
区
別
す
る
為
に
、
固
有
名

詞
の
方
に
は
「
書
」
と
い
ふ
字
を
挿
入
し
た
の
か
、
と
仮
定
を
据
ゑ
て
見
た

こ
と
も
、
一
時
は
あ
つ
た
。
と
も
か
く
、
今
あ
る
文
書
で
「
日
本
書
紀
」
の

名
を
記
し
た
一
番
古
い
物
は
、
弘
仁
私
記
の
序
文
と
言
ふ
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。

て
つ
と
り
早
く
結
着
を
申
す
と
、
私
の
考
へ
で
は
「
日
本
書
紀
」
は
誤
り
で

あ
る
。
「
日
本
紀
」
が
正
し
い
称
へ
だ
、
と
言
ふ
事
に
お
ち
る
の
で
あ
る
。

支
那
の
史
乗
の
内
で
、
固
定
し
か
け
て
居
て
、
立
ち
消
え
し
た
体
の
内
に

「
紀
」
と
言
ふ
型
が
あ
つ
た
と
思
ふ
。
「
前
漢
紀
」
・
「
後
漢
紀
」
或
は

「
通
鑑
外
紀
」
な
ど
が
、
此
部
類
で
あ
る
。
か
う
し
た
「
紀
」
と
言
ふ
、
史
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書
に
通
じ
た
特
質
は
、
内
容
に
於
て
、
正
史
の
「
本
紀
」
の
姿
に
一
貫
し
、

体
に
於
て
は
、
編
年
を
採
つ
て
ゐ
る
外
に
、
あ
る
本
書
を
予
期
さ
せ
る
「
伝
」

の
姿
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
事
だ
。
「
春
秋
」
三
氏
の
伝
は
、
本
書
の
価
値

か
ら
し
て
、
伝
書
其
物
ま
で
経
書
の
取
り
扱
ひ
を
受
け
る
事
と
な
つ
た
。
其

後
、
同
じ
意
味
で
出
来
た
書
物
の
内
に
、
伝﹅
を
称
せ
ず
し
て
紀﹅
と
名
乗
る
一

団
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

政
道
の
軌
範
と
し
て
の
史
書
の
意
味
を
、
重
ん
じ
る
儒
学
の
態
度
の
、
輸
入

せ
ら
れ
た
の
は
古
い
事
で
あ
る
。
紀
伝
道
が
立
て
ら
れ
、
史
書
講
筵
が
天
子

並
び
に
高
級
官
吏
の
間
に
続
け
ら
れ
る
様
に
な
る
機
運
は
既
に
、
奈
良
朝
に

熟
し
て
居
る
。
さ
う
し
た
講
筵
の
対
象
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、
所
謂
三
史

で
あ
つ
た
。
「
日
本
紀
」
の
出
来
た
目
的
の
一
部
も
、
其
辺
に
あ
る
様
な
気
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が
す
る
。

三
史
の
中
、
史
記
・
漢
書
に
は
問
題
は
な
い
様
で
あ
る
が
、
残
る
一
部
は

「
後
漢
書
」
の
名
で
記
さ
れ
て
居
る
け
れ
ど
、
其
が
果
し
て
、
今
の
後
漢
書

を
斥サ
す
も
の
と
も
き
ま
ら
な
い
。
「
東
観
漢
紀
」
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と

言
ふ
疑
ひ
は
、
先
哲
以
来
宿
題
で
あ
る
。

唐
に
も
「
東
観
漢
紀
」
が
重
ん
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
為
、
其
学
風
を
移
し
た
奈
良

朝
及
び
、
平
安
初
期
に
所
謂
三
史
の
包
含
す
る
所
は
、
察
せ
ら
れ
さ
う
で
あ

る
。

吉
備
真
備
将
来
の
三
史
五
経
な
る
も
の
が
、
筆
拍
子
に
乗
ら
な
か
つ
た
書
き

方
だ
と
し
た
ら
、
「
日
本
国
見
在
書
目
録
」
に
「
吉
備
大
臣
撰
（
？
）
来
す

る
と
こ
ろ
な
り
」
と
註
し
た
東
観
紀
を
、
三
史
の
一
つ
と
見
る
事
も
出
来
る
。
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又
、
東
大
寺
に
此
書
の
伝
本
が
あ
つ
た
と
言
ふ
所
か
ら
見
て
も
、
わ
が
国
に

古
く
行
は
れ
た
三
史
の
後
漢
書
が
、
単
に
普
通
の
後
漢
書
と
一
つ
物
だ
と
き

め
て
ゐ
る
こ
と
が
、
む
づ
か
し
く
な
る
訣
で
あ
る
。
後
期
王
朝
に
入
つ
て
は
、

時
と
し
て
は
「
晋
書
」
其
他
の
講
筵
も
開
か
れ
た
様
で
あ
る
が
、
と
も
か
く

三
史
の
尊
重
せ
ら
れ
た
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
其
と
同
時
に
、
東
観
撰
修

を
標
し
た
漢
紀
以
外
に
も
、
前
に
述
べ
た
二
部
の
漢
紀
の
、
渡
来
し
て
ゐ
た

事
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

見
在
書
目
録
に
二
書
の
名
の
出
て
居
る
事
は
、
平
安
朝
初
期
末
よ
り
前
　
　

即
、
公
の
鎖
国
以
前
　
　
に
、
此
等
の
書
物
の
舶
載
せ
ら
れ
て
居
た
事
を
示

し
て
居
る
の
で
、
其
が
幾
年
前
の
事
で
あ
つ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
年
数

の
「
幾
」
に
は
、
十
百
等
の
字
を
代
入
す
る
事
も
出
来
る
訣
で
あ
る
。
日
本
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紀
完
成
以
前
既
に
、
一
部
の
学
者
は
、
此
を
見
て
ゐ
た
事
は
仮
想
が
出
来
る
。

万
々
此
二
書
の
渡
来
が
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
帰
化
留
学
の
学
者
・
僧
侶
の

此
等
の
書
物
に
就
て
の
知
識
が
、
日
本
紀
の
題
号
と
体
裁
と
を
生
ん
だ
と
考

へ
る
事
は
出
来
る
。

私
の
、
文
学
史
を
講
義
し
た
経
験
か
ら
言
ふ
と
、
奈
良
朝
以
前
の
漢
学
は
、

従
来
の
学
者
の
考
へ
と
は
反
対
に
、
嵯
峨
朝
を
頂
点
と
す
る
平
安
朝
の
も
の

よ
り
は
、
遥
か
に
優
れ
て
ゐ
る
。
入
国
後
、
間
も
な
く
日
本
詞
章
と
提
携
す

る
様
に
な
つ
た
。
さ
う
し
た
日
本
化
の
未
だ
浅
い
だ
け
で
も
、
純
粋
が
保
た

れ
た
の
で
あ
る
。
官
辺
よ
り
は
、
寺
院
や
民
間
に
隆さか
ん
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

見
在
書
目
録
が
ど
れ
程
広
く
、
其
等
家
々
の
文
庫
を
含
ん
で
ゐ
る
か
ゞ
問
題

で
あ
る
し
、
渡
来
後
、
踪
跡
を
失
う
た
分
も
多
か
ら
う
か
ら
、
此
書
目
の
登
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録
す
る
所
を
以
て
、
所
謂
見
在
書
の
総
計
だ
と
信
じ
る
こ
と
は
、
到
底
出
来

な
い
。
が
、
尠
く
と
も
、
此
書
に
載
つ
た
書
物
に
、
奈
良
以
前
の
舶
載
が
極

め
て
多
か
ら
う
と
言
ふ
事
だ
け
は
、
推
測
す
る
方
が
ほ
ん
と
う
だ
ら
う
と
思

ふ
。

前
漢
紀
は
、
後
漢
の
荀
悦
の
著
で
、
建
安
十
年
に
は
出
来
て
ゐ
る
。
悦
の
序

文
で
見
て
も
、
漢
書
の
伝
と
言
ふ
よ
り
は
、
漢
書
を
ば
、
其
本
紀
を
綱
紀
と

し
て
整
理
し
た
も
の
だ
、
と
言
ふ
事
は
出
来
る
様
で
あ
る
。
従
つ
て
巻
数
も
、

現
在
の
漢
書
が
百
二
十
巻
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
三
十
巻
に
縮
ま
つ
て
居
る
。

後
漢
紀
は
、
此
書
に
倣
う
て
出
来
た
物
で
、
巻
数
は
や
は
り
三
十
巻
、
東
晋

の
袁
宏
が
、
太
元
元
年
に
撰
つ
た
も
の
で
あ
る
。

三
史
を
ば
為
政
の
準
拠
と
し
て
、
中
央
政
府
に
於
て
尊
び
、
太
宰
府
で
は
、
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五
経
あ
つ
て
三
史
を
蔵
せ
ざ
る
を
恥
ぢ
た
時
代
で
あ
る
。
殊
に
、
三
史
講
筵

の
行
は
れ
た
関
係
か
ら
、
此
二
紀
が
、
漢
書
・
東
観
漢
紀
或
は
、
後
漢
紀
の
、

有
力
な
補
助
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
ら
う
、
と
言
ふ
事
も
察
せ
ら
れ
る
。

大
同
に
到
つ
て
、
新
立
の
紀
伝
道
に
併
合
せ
ら
れ
た
進
士
・
秀
才
の
二
道
は
、

と
り
も
な
ほ
さ
ず
科
挙
の
為
の
学
で
あ
つ
て
、
同
時
に
行
政
に
応
用
せ
ら
れ

る
は
ず
の
、
過
去
の
事
蹟
を
授
け
る
も
の
で
あ
つ
た
。
貴
族
の
間
に
流
行
し

た
私
学
の
建
設
も
、
政
治
社
会
に
於
け
る
、
同
族
の
繁
栄
を
目
ざ
し
て
居
た

の
で
あ
る
。
か
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
漢
書
・
後
漢
書
の
綱
要
と
も
言
ふ
べ

き
二
紀
の
、
奈
良
・
平
安
に
行
は
れ
た
ら
う
様
は
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。

年
代
か
ら
言
う
て
も
、
日
本
紀
奏
上
前
に
、
わ
が
国
の
学
者
に
知
ら
れ
て
居

た
事
は
、
大
し
て
、
不
自
然
で
な
く
考
へ
ら
れ
る
。
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二
　
日
本
書

直
感
の
鋭
い
読
者
の
中
に
は
、
も
う
、
私
の
言
は
う
と
す
る
過
程
は
呑
み
込

ま
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
「
日
本
紀
」
と
言
ふ
名
前
が
、
前
漢
紀
・
後
漢
紀

と
同
様
な
組
織
を
持
つ
て
居
る
所
か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
ふ
事
は
、

日
本
紀
の
巻
数
が
ま
づ
明
ら
か
に
見
せ
て
ゐ
る
。
次
に
は
帝
王
の
事
蹟
・
宮

廷
・
国
家
の
事
件
を
主
と
し
て
、
編
年
の
体
に
、
事
を
叙
述
し
て
行
つ
た
点

で
あ
る
。
今
一
つ
の
証
拠
は
、
此
文
の
結
論
で
あ
り
、
発
端
で
も
あ
る
か
ら
、

後
の
納
得
に
委
せ
る
外
は
な
い
が
、
日
本
紀
が
、
あ
る
正
史
の
伝
書
で
は
な

い
か
と
言
ふ
処
に
あ
る
。
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日
本
紀
に
就
て
の
最
初
の
記
録
は
、
続
日
本
紀
に
見
え
た
次
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
五
月
（
養
老
四
年
）
癸
酉
。
是
よ
り
先
、
一
品
舎
人
親
王
勅
を
奉
じ
て
、

　
　
日
本
紀
を
修
む
。
是
に
至
り
て
功
成
り
、
紀
三
十
巻
・
系
図
一
巻
を
奏

　
　
上
す
。

今
の
日
本
紀
に
は
系
図
は
な
い
が
、
大
体
は
、
疑
は
な
く
と
も
、
よ
い
様
で

あ
る
。
紀
三
十
巻
は
此
紀
の
巻
数
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
づ
書
名
と
巻
数

と
に
、
模
倣
の
痕
が
見
え
る
。

日
本
紀
は
両
漢
紀
に
較
べ
る
と
、
日
次
を
立
て
る
こ
と
が
、
ず
つ
と
詳
細
で

あ
る
が
、
や
は
り
帝
紀
を
書
い
て
、
自
然
に
伝
・
表
・
志
の
要
素
を
含
ん
で

居
る
。
だ
か
ら
、
編
年
と
は
言
ふ
で
ふ
、
寧
、
正
史
の
本
紀
の
、
独
立
・
敷

衍
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
て
も
よ
い
様
で
あ
る
。
此
点
も
、
二
書
の
俤
を
写
し
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て
居
る
の
は
察
せ
ら
れ
る
。

其
で
、
私
は
、
日
本
紀
は
漢
紀
・
後
漢
紀
を
学
ん
だ
「
紀
」
の
体
の
歴
史
、

言
ひ
換
へ
れ
ば
「
伝
」
の
形
式
を
具
へ
た
物
と
思
ふ
。
け
れ
ど
も
、
漢
紀
の

序
を
見
る
と
、
紀
は
帝
紀
の
意
義
か
ら
出
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居
る

様
で
あ
る
。
即
、
前
漢
歴
代
帝
紀
と
言
つ
た
用
語
例
に
、
は
い
つ
て
居
る
も

の
と
思
は
れ
る
。
偶
た
ま
た
ま、
伝
書
の
様
な
姿
に
見
え
て
も
、
実
は
独
立
し
た
成
立

を
持
つ
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
東
観
漢
紀
に
於
け
る
紀○

の
用
法
も
、

其
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
漢
書
・
漢
紀
の
関
係
を
、
史
記
及
び
三
氏
の
伝
と

同
様
に
見
る
風
が
生
じ
て
来
た
。
袁
宏
の
後
漢
紀
に
な
る
と
、
紀﹅
綱﹅
・
綱﹅
要﹅

な
ど
の
聯
想
か
ら
、
伝
の
意
義
を
考
へ
て
来
て
ゐ
る
趣
き
が
、
其
序
に
見
え

る
。
併
し
な
が
ら
結
局
、
紀
の
伝
と
違
ふ
と
こ
ろ
は
、
本
書
か
ら
独
立
し
て
、
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本
末
の
関
係
の
な
い
様
な
姿
を
と
る
事
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
奈
良
朝
に
於
け

る
成
語
・
術
語
の
用
法
に
は
、
漢
土
の
意
義
に
比
べ
て
、
誤
用
が
か
な
り
多

く
あ
る
。
け
れ
ど
も
か
う
し
た
正
史
と
も
言
ふ
べ
き
欽
定
の
書
に
粗
漏
が
あ

る
だ
ら
う
か
。
大
体
「
紀
」
な
る
体
の
意
義
を
知
つ
て
、
命なづ
け
た
も
の
と
思

は
れ
る
。

さ
す
れ
ば
、
両
漢
紀
に
対
し
て
、
漢
書
・
後
漢
書
（
？
）
が
持
つ
て
ゐ
た
や

う
な
関
係
が
、
日
本
紀
と
其
以
前
に
あ
つ
た
わ
が
国
出
来
の
或
書
籍
と
の
間

に
、
あ
つ
た
ら
う
と
言
ふ
こ
と
も
言
は
れ
る
と
思
ふ
。

重
刻
両
漢
紀
後
序
に
、

　
　
其
事
、
咸ミナ
編
年
に
萃
む
。
故
に
紀
と
曰
ふ
。
其
事
、
伝
・
表
・
紀
・
志

　
　
に
分
つ
。
故
に
書
と
曰
ふ
。
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と
あ
る
。
そ
こ
で
、
順
序
か
ら
言
へ
ば
、
日
本
紀
以
前
に
、
正
史
体
の
「
日

本
書
」
と
言
ふ
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
う
し
て
、
其
日
本
紀
は
、
む

ざ
う
さ
に
謂い
へ
ば
「
日
本
書
」
の
伝
で
あ
り
、
其
「
帝
王
本
紀
」
を
中
心
と

し
て
、
編
年
体
に
「
日
本
書
」
を
整
理
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

私
は
久
し
く
「
日
本
書
」
の
実
在
に
つ
い
て
疑
念
を
放
さ
な
か
つ
た
。
尠
く

と
も
、
両
漢
書
の
例
で
見
れ
ば
、
百
二
十
巻
位
の
巻
数
の
正
史
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
史
実
は
し
ば
〳
〵
吾
々
の
合
理
的
想
像
を
超
越
し
て
、

意
外
な
大
き
な
事
実
を
包
ん
で
顕
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
さ
う

し
た
「
日
本
書
」
の
、
な
か
つ
た
も
の
と
は
決
め
ら
れ
な
い
が
、
日
本
紀
以

前
に
さ
う
し
た
大
部
の
正
史
が
あ
つ
た
事
は
、
此
ま
で
の
歴
史
観
の
地
盤
の

上
に
は
考
へ
に
く
い
の
で
あ
る
。
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け
れ
ど
も
強
ひ
て
、
其
が
あ
つ
た
ら
う
と
言
ふ
予
定
か
ら
、
歴
史
を
見
れ
ば
、

其
ら
し
い
も
の
が
な
い
で
は
な
い
。
よ
く
引
用
せ
ら
れ
る
天
武
紀
十
年
三
月

の
「
天
皇
大
極
殿
に
御
し
、
川
島
皇
子
以
下
十
一
名
に  

以    

詔  

ミ
コ
ト
モ
タ

し
め
て
、

帝
紀
及
び
上
古
の
諸
事
を
記
定
せ
し
む
…
…
」
と
あ
る
の
が
、
或
は
其
「
日

本
書
」
な
る
も
の
ゝ
由
来
を
書
い
た
の
と
も
と
れ
る
。
此
記
事
は
普
通
「
書

紀
集
解
」
以
来
、
日
本
紀
の
準
備
作
業
で
あ
つ
た
様
に
解
し
て
ゐ
る
。
其
と

て
、
別
に
根
拠
の
あ
る
事
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
寧
む
し
ろ、
日
本
紀
の
事
は
、
古

事
記
の
出
来
た
満
二
年
後
、
和
銅
七
年
二
月
（
続
日
本
紀
）
に
「
従
六
位
上

紀
朝
臣
清
人
・
正
八
位
下
三
宅
臣
藤
麻
呂
に
詔
し
て
国
史
を
撰
ら
し
む
」
と

あ
る
の
に
当
て
は
ま
る
。

天
武
朝
の
企
て
を
不
成
功
或
は
、
永
続
事
業
と
な
つ
た
と
見
れ
ば
、
此
時
が
、
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日
本
書
撰
定
の
詔
勅
の
降
り
た
時
と
見
る
事
が
出
来
る
が
、
此
五
年
後
に
日

本
紀
が
出
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
を
、
日
本
紀
着
手
の
時
と
見
る
方

が
無
理
が
な
い
。
天
武
十
年
の
修
史
は
、
不
成
功
で
あ
つ
た
か
、
又
は
別
の

歴
史
が
出
来
た
の
か
。
其
と
も
、
和
銅
七
年
の
修
史
事
業
に
繰
り
返
さ
れ
た

日
本
紀
撰
定
の
第
一
回
の
試
み
か
。
或
は
、
前
に
述
べ
た
日
本
書
に
就
て
の

記
事
か
、
幾
通
り
に
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
づ
和
銅
の
国
史
を
、
日

本
紀
の
第
一
期
と
見
、
天
武
紀
の
を
「
日
本
書
」
と
見
る
方
が
、
纏
ま
と
まり
の
上

で
は
鮮
や
か
で
は
あ
る
が
、
事
実
は
何
と
も
決
め
ら
れ
な
い
。
何
に
し
て
も
、

果
し
て
、
日
本
書
が
あ
つ
た
も
の
だ
ら
う
か
。

や
は
り
、
日
本
書
な
る
名
の
書
物
の
、
あ
つ
た
事
だ
け
は
事
実
で
あ
る
。

「
正
倉
院
文
書
続
修
後
集
」
第
十
七
巻
中
「
更
可
請
章
疏
等
」
と
首
書
し
た

17



天
平
二
十
年
六
月
十
日
の
文
書
（
大
日
本
古
文
書
三
・
南
京
遺
文
）
の
さ
ま

／
″
＼
の
仏
書
・
漢
籍
を
列
記
し
た
末
の
方
に
、
漢
籍
扱
ひ
を
し
て
、

　
　
帝
紀
二
巻
　
日
本
書

と
記
し
て
ゐ
る
。
此
は
と
も
か
く
、
「
日
本
書
」
な
る
史
書
が
当
時
存
在
し

て
ゐ
た
事
を
見
せ
て
ゐ
る
。
さ
す
れ
ば
、
日
本
紀
の
本
書
た
る
「
日
本
書
」

の
存
在
は
、
空
想
で
は
な
か
つ
た
。
た
ゞ
此
文
書
に
よ
つ
て
、
更
に
限
り
な

い
疑
念
の
、
蜘
蛛
手
に
論
理
を
走
ら
せ
る
を
覚
え
る
。

　
　
　
　
　
三
　
日
本
紀
の
成
立

私
は
実
は
以
前
、
懐
疑
の
立
ち
場
か
ら
、
為
政
者
の
政
策
と
し
て
、
日
本
書
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な
し
に
日
本
紀
を
編
纂
し
て
国
際
関
係
の
上
か
ら
あ
る
虚
栄
を
満
し
て
ゐ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
居
た
。
さ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
紀
の
体
の
み
を

学
ん
で
、
書
の
有
無
に
拘
ら
な
か
つ
た
も
の
か
と
思
う
て
も
ゐ
た
。
と
こ
ろ

が
、
此
一
行
の
文
字
か
ら
、
や
ゝ
推
測
の
方
角
が
、
か
は
つ
て
来
た
。

右
の
書
き
方
で
見
る
と
、
「
帝
紀
」
と
「
日
本
書
」
と
が
、
全
然
同
一
物
と

も
と
れ
る
。
又
「
帝
紀
」
は
、
普
通
名
詞
と
も
言
へ
る
内
容
の
広
い
物
で
あ

る
か
ら
、
其
分
類
の
う
ち
に
、
「
日
本
書
」
も
籠
つ
て
居
た
の
か
。
「
日
本

書
」
の
中
に
、
二
巻
の
「
帝
紀
」
が
あ
つ
た
の
か
。
此
三
と
ほ
り
の
考
へ
が
、

な
り
立
つ
訣
で
あ
る
。

第
三
の
考
へ
が
、
一
番
完
全
に
書○

と
言
ふ
名
に
叶
う
た
見
方
と
思
ふ
。
正
史

の
本
紀
に
ぴ
つ
た
り
と
当
て
は
ま
る
点
か
ら
も
、
其
は
言
は
れ
る
。
で
な
け
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れ
ば
、
あ
ま
り
に
「
日
本
書
」
の
名
に
ふ
さ
は
ぬ
貧
弱
な
冊
数
で
あ
る
。
尤
、

当
時
既
に
闕
巻
に
な
つ
て
居
た
と
見
れ
ば
、
其
ま
で
ゞ
あ
る
。
又
筆
耕
の
為

に
二
巻
だ
け
を
請
求
し
た
と
ゝ
れ
ぬ
で
も
な
い
が
、
其
な
ら
ば
、
今
尠
し
小

書
き
で
も
な
く
て
は
、
ど
の
巻
を
出
し
て
よ
い
か
、
訣
ら
な
か
つ
た
は
ず
で

あ
る
。

帝
紀
と
言
ふ
名
目
は
、
古
事
記
・
日
本
紀
・
上
宮
法
王
帝
説
な
ど
を
古
い
も

の
に
し
て
、
後
期
王
朝
の
物
に
も
見
え
て
ゐ
る
。
但
し
、
平
安
に
は
、
段
々

普
通
名
詞
化
し
て
来
た
痕
が
、
著
し
く
見
え
る
。
本
朝
書
籍
目
録
な
ど
の
分

類
に
よ
る
と
、
帝
紀
の
項
に
、
旧
事
本
紀
・
古
事
記
か
ら
、
六
国
史
及
び
、

日
本
紀
私
記
其
他
雑
史
書
類
ま
で
も
収
め
て
居
る
。
要
す
る
に
、
欽
定
・
私

撰
に
拘
ら
ず
、
本
朝
の
歴
史
と
言
ふ
用
語
例
に
入
る
様
に
な
つ
た
も
の
ら
し
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い
。

試
み
に
、
私
の
空
想
に
近
い
考
へ
を
申
す
と
、
奈
良
朝
以
前
に
も
既
に
、
帝

紀
の
意
義
は
、
大
体
二
通
り
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
皇
室
の
事
ば
か
り
書
い
た
謂
は
ゞ
皇
統
譜
の
稍やや
細
密
な
物
で
あ
る
。

古
事
記
の
序
に
見
え
た
帝
皇
日
継
と
言
ふ
も
の
が
、
此
に
当
る
。
日○

は
神
聖

観
を
表
す
敬
語
、
継○

は 
纂  

記 
ツ
ギ
フ
ミ

の
つ﹅
ぎ﹅
で
、
系
譜
で
あ
る
。
此
帝
皇
日
継
が

お
な
じ
序
に
、
帝
紀
・
帝
記
と
も
三
通
り
に
書
き
別
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、

大
同
小
異
の
異
書
の
存
在
し
た
事
を
示
し
て
居
る
の
で
、
厳
と
し
た
一
書
の

異
名
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
帝
紀
及
び
帝
記
も
普
通
名
詞
に
近
い

書
名
で
あ
る
。

今
一
つ
は
、
「
日
本
書
」
と
し
て
編
纂
せ
ら
れ
て
居
た
物
の
一
部
即
、
其
本
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紀
を
言
う
た
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
紀
引
用
の
書
物
の
中
に
、
現
に

帝
王
本
紀
の
名
が
見
え
、
弘
仁
私
記
の
序
に
も
、
古
事
記
の
事
を
記
す
条
に

「
帝
王
本
紀
及
び
先
代
旧
事
を
習
せ
し
む
」
と
書
い
て
、
帝
紀
・
帝
記
・
帝

皇
日
継
に
通
用
し
て
居
る
様
に
見
え
る
。
ひ
よ
つ
と
す
る
と
、
帝
皇
日
継
だ

け
に
当
て
た
も
の
と
も
、
と
れ
ぬ
で
は
な
い
が
。

此
二
つ
の
考
へ
方
に
は
、
調
和
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
正
史
と
し
て
の
「
日

本
書
」
撰
修
の
企
て
が
天
武
以
前
既
に
あ
つ
て
、
そ
れ
が
完
成
せ
な
い
で
、

尚
「
日
本
書
」
を
称
し
た
場
合
を
仮
想
す
る
の
で
あ
る
。
本
紀
ば
か
り
が
出

来
上
つ
て
、
貴
族
の
間
に
流
布
し
て
居
た
も
の
と
す
る
。
さ
う
す
る
と
帝
紀

・
帝
王
本
紀
に
、
※
入
が
加
は
り
、
錯
乱
し
て
ゐ
た
理
由
も
知
れ
る
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
日
本
書
の
、
帝
王
本
紀
又
は
帝
紀
と
お
な
じ
も
の
で
あ
つ
た
こ
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と
が
強
く
言
へ
る
様
に
な
る
。
其
と
共
に
、
広
狭
二
義
の
帝
紀
の
、
実
は
同

義
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
唯
帝
紀
が
、
種
々
の
異
本
に
通
じ
た

名
で
あ
つ
て
、
一
種
類
の
史
書
の
異
名
で
な
い
こ
と
だ
け
は
、
明
ら
か
で
あ

る
。

一
体
、
帝
紀
な
る
語
こ
と
ばは
、
正
史
の
本
紀
と
一
つ
意
味
の
も
の
で
は
あ
る
が
、

我
が
国
で
は
尠
く
と
も
、
帝
紀
と
本
紀
と
に
区
別
を
立
て
ゝ
居
た
様
に
見
え

る
。
此
は
、
聖
徳
太
子
の
国
史
（
所
謂
旧
事
本
紀
の
原
書
）
の
巻
の
立
て
方

以
来
の
事
で
あ
る
。
本
紀
は
孤
立
せ
な
い
も
の
、
帝
紀
は
独
存
す
る
事
の
出

来
る
も
の
と
言
つ
た
考
へ
方
が
あ
る
様
だ
。
日
本
書
が
、
帝
紀
と
言
は
れ
、

又
稀
に
は
あ
る
書
の
一
部
分
な
る
事
を
示
す
帝
王
本
紀
な
る
称
呼
を
持
つ
て

居
た
ら
し
い
事
の
理
由
も
、
こ
ゝ
に
在
る
の
か
と
思
ふ
。
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「
日
本
紀
」
に
対
す
る
「
日
本
書
」
は
あ
つ
た
。
併
し
其
が
果
し
て
、
正
史

の
形
に
完
成
し
て
ゐ
た
物
で
あ
つ
た
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
唯
今
ま
で
の
考

へ
方
で
す
れ
ば
、
日
本
書
の
一
部
な
る
帝
王
本
紀
が
、
帝
紀
と
し
て
行
は
れ

て
ゐ
た
と
見
る
の
が
、
一
番
適
当
ら
し
く
思
は
れ
る
。

さ
う
し
て
、
更
に
推
測
を
加
へ
れ
ば
、
日
本
書
の
帝
紀
が
早
く
成
つ
て
、
其

が
伝
写
を
経
て
、
様
々
の
異
本
を
生
じ
て
居
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
此

が
帝
紀
な
る
語
を
普
通
名
詞
化
し
た
導
き
に
な
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
う
言
う
て
は
来
て
も
、
尚
一
種
の
外
交
政
策
か
ら
、
日
本
書
よ
り
も
大
き

く
て
整
う
た
日
本
紀
を
拵
へ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
言
ふ
疑
念
は
、
消

し
き
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
国
際
関
係
を
痛
切
に
意
識
す
る
や
う
に
な
り
、

そ
れ
と
同
時
に
、
文
明
が
適
当
な
度
合
ひ
に
進
ん
で
ゐ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
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時
代
の
政
治
家
の
企
て
る
為
事
の
一
つ
は
、
修
史
と
、
版
図
の
整
頓
を
示
す

地
理
書
の
撰
述
で
あ
る
。
其
国
に
完
全
な
国
史
の
あ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
支

那
風
の
国
家
観
念
に
は
、
主
要
な
条
件
に
な
つ
て
居
た
。
古
事
記
の
出
来
た

意
義
は
、
私
に
は
、
ほ
か
に
考
へ
が
あ
る
。

日
本
紀
は
全
く
此
目
的
か
ら
し
て
、
い
ろ
ん
な
時
代
的
陣
痛
を
経
て
生
れ
出

た
も
の
な
の
で
あ
る
。
日
本
紀
が
あ
る
か
な
い
か
と
言
ふ
事
が
、
其
宮
廷
に

正
史
あ
り
、
紀
類
の
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
、
国
家
の
誇
り
で
も
あ
り
、
自

衛
と
も
な
つ
た
訣
な
の
で
あ
る
。

永
劫
に
消
散
す
る
事
の
期
せ
ら
れ
ぬ
疑
ひ
は
、
先
進
国
に
対
し
て
、
文
明
の

変
つ
た
島
の
宮
廷
が
抱
い
た
気
お
く
れ
か
ら
来
た
は
ず
の
、
虚
飾
態
度
に
対

し
て
ゞ
あ
る
。
末
葉
の
我
々
の
思
案
に
能
は
ぬ
も
の
が
あ
つ
た
に
違
ひ
な
か
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ら
う
と
思
ふ
。

私
の
小
論
文
で
、
若
し
決
め
る
事
の
出
来
た
も
の
が
あ
つ
た
と
し
た
な
ら
、

「
日
本
紀
」
あ
つ
て
、
「
日
本
書
紀
」
の
な
か
つ
た
事
実
で
あ
る
。
さ
う
し

て
、
日
本
書
紀
な
る
名
は
、
史
学
の
知
識
が
自
由
な
流
動
性
を
失
ひ
か
け
た

頃
か
ら
、
始
ま
つ
た
誤
り
ら
し
く
思
は
れ
る
事
で
あ
る
。
而
も
其
は
、
書○

と

紀○

と
の
関
係
・
命
名
法
に
な
ま
半
可
な
理
会
を
持
つ
て
居
た
紀
伝
・
明
経
博

士
等
の
さ
か
し
ら
か
ら
、
起
つ
た
の
に
相
違
な
か
ら
う
と
言
ふ
事
で
あ
る
。

さ
う
し
て
、
弘
仁
私
記
の
序
に
見
え
た
「
日
本
書
紀
」
の
字
づ
ら
を
見
る
と
、

史
学
全
盛
を
謳
は
れ
た
弘
仁
度
の
博
士
た
ち
の
知
識
程
度
も
凡
は
測
ら
れ
る
。

一
知
半
解
の
も
の
知
り
顔
か
ら
、
半
紙
が
み
・
朱
器
椀
な
ど
言
ふ
に
も
等
し

い
、
書
名
の
音
覚
え
に
慣
れ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
漢
書
紀
・
後
漢
書
紀
な
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ど
言
ふ
名
の
あ
り
得
べ
な
く
も
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
日
本
書
紀
な
る
名
称

は
、
慣
用
以
外
に
は
、
意
味
の
な
い
、
と
言
ふ
事
を
決
定
し
た
つ
も
り
で
あ

る
。

従
う
て
又
、
編
年
の
日
本
紀
に
対
し
て
、
正
史
日
本
書
或
は
、
其
一
部
分
の

帝
王
本
紀
ら
し
い
も
の
ゝ
、
実
在
し
た
事
の
輪
廓
だ
け
は
、
書
き
得
た
こ
と

に
な
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
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　1995
（
平
成7

）
年2

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
『
古
代
研
究
』
第
二
部
　
国
文
学
篇
」
大
岡
山
書
店

　
　
　1929

（
昭
和4
）
年4

月25

日
発
行

初
出
：
「
史
学
　
第
五
巻
第
二
号
」

　
　
　1926

（
大
正15

）
年6
月

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
大
正
十
五
年
六
月
「
史
学
」
第
五

巻
第
二
号
」
は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
に
移
し
ま
し
た
。

入
力
：
門
田
裕
志
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校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2007
年8

月15

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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